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 ９：００より石狩中学校理科室にて研修開始。 

講師より、ビーチコーミングについての説明。また、学校教育の目

線から、学校現場でどのように活用していくことができるか、という

話をして頂きました。 

 

 古潭の浜まで、車で移動。石狩中学校より２５分ほどの場所でし

た。古潭会館の駐車場を借り、そこでどのようなものがビーチコー

ミングで見つけることができるか、事前学習を行いました。 

 

 約２００ｍほどの海岸には、大量の漂着物が落ちていました。海

外製の製品、主にロシア産のものや中国産のものが多かったで

す。ビーチグラスやメノウ、石炭なども採取することが出来ました。

あまりの漂着物の多さに、中々先に進まず、あっという間に１時間

が過ぎてしまいました。 

 

 採取した漂着物もみんなで並べ、報告会をしました。 

 鳥の骨が落ちていたり、アナゴ漁につかう道具などが見つかりま

した。また、過酸化水素水のボトル（韓国製）のものも見つかり、海

を渡って、様々なものが漂着していることが分かりました。 

 

  最後に全員で記念撮影を。漂着物は各自持ち帰り、これから

の授業の中で取り入れていくようです。 



 


